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1.脂質異常症 (高脂血症 )

脂質異常症 (高脂血症)は、血液中の脂肪分が増えすぎて、血液がドロドロになつている状態です。少しずつ血の

巡りが悪くなりやがて動脈硬化を起こして心臓や脳梗塞などの恐ろしい病気を引き起こします・

2.コ レステロール

細胞膜やホルモンの材料となる脂肪分で、

主に肝臓で作られる。
1)LDLコレステロール
血管壁にコレステロールを付着させ、動脈   ‐
硬化を促す悪玉コレステロール        |
2)HDLコレステロール             |
余計なコレステロールを肝臓にもちかえる   |
善玉コレステロール             |,
3)トリグリセライド(中性月旨肪 )
エネルギ源として使われる脂肪分
エネルギー (カロリー)が多すぎる時は、糖

分が脂肪に変えられ脂肪として蓄積します。

脂質異常症スクリーニングのための診断基準

日本人のエネルギー摂取量・脂肪摂取量の推移
戦 後 :本 ノ、,,■ |■ |一 :11収 | |よそれ 1土

=■
1ヒ していませ′111

t旨り方,t14 11ill」 |ll_11 .t l",■  リクロリ4イ |,litt Jt ,t F11'可 r卜 よ )|

1046 50  55  60  65  70  75  80  85  90  03  2∞ 0 05   10

3.脂質異常症の症状
脂質異常症は全く症状がありません。

そめため心臓病や脳の発作が起きて

初めて事態の重大性に気づくことも、

少なくありません。
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LDLコレステロール (LDL― C)

HDLコレステロール(HDL‐ C)

120～ 139境界域高LDLコレステロール血症

1140以上 1高 LDLコ レステロール血症

40未満 低 HDLコ レステロール血症

トリクリセライド(中 1｀生脂肪=TG) 150以上 1高トリグリセライド血症

4.脂質異常症が動脈硬化を促して心筋梗塞・脳卒中を起こす。

5,自覚症状がないのになぜ脂質異常症の治療をするのか ?
動脈硬化の進行を遅らせ、血管イベントの発生・再発

を防ぐためです。

6.コ レステロール・中性脂肪を下げる生活 I

l)食生活を見直しましょう。

体重やウエストを気にかけましょう。
2)脂肪分をとりすぎない

肉料理や油を使つた料理はできるだけ減らす。
3)コレステロールが多い食品を知っておく。
4)食べ過ぎも禁物 5)食物繊維は十分にとる。
6)青魚や大豆製品がおすすめです。
7)洋食より和食を心掛ける。

7.適度に体を動かす
運動を継続して行うと善玉のHDL一 Cが高くなる。
8.治療目標に到達しなければ薬でコントロールする。

9.治療を続けて、健康̀ で自立した生活をいつまでも!
脂質異常症は、一時的な治療で完治する病気ではありません。適切な治療を続ければいつまでも快適に自立した
生活ができます。脂質異常症と言われたら「早く見つかつてよかつた」と前向きに考え気長に治療を続けてください。

(単イ立 i17)g/OL 空腹F寺採血)

コレステロールの 多いおもな食 品

食品 名 laで食べる墨のめやす コレステローノ喧量 (rTlg)
232(全 ,Pも同じ)
141

ブ ース
・

2オ支(408) 30´-40
L \r' 1  3オ不(1008) 280´ヽ́3200重 英頁:こよう)
うなき 1串 (80g) 184
たらこ (′尭き) 1  2月宴(408) 164
すじこ 30g 153(イ クラもほぼ同 じ)
じしゃも (た尭さ) 2り宅 (50g) 150
えび (くるよえび ) 中 2本 (40υ 96

う0「 2´ -3イ国(30g) 87

'鳥

レノ` 一 608 222
牛 レ ノ` 一 60g 144

k ii“「 |デ
:

i● | ||´ 4く  _∴占t)ザ1.しヽ
`∫

,こ′()1()| ■


